
RAN向けコンテナ基盤（O-Cloud）を活用した
経済的なvRAN展開の実現
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NTTドコモ

RANリソースの有効活用

モバイルネットワーク通信は，現代の日
常生活や経済活動を支える重要な社会イン
フラであり，生活，医療，教育，経済活動，
災害対応など多岐にわたる分野で不可欠な
存在となっています．モバイルネットワー
クオペレータ（MNO：Mobile Network 
Operator）は，4G（第 4 世代移動通信シ
ステム）や5G（第 5 世代移動通信システム）
といった高度化技術を導入することでこう
した需要に対応していますが，無線アクセ
ス ネ ッ ト ワ ー ク（RAN：Radio Access 
Network）特有のリアルタイム・低遅延
な処理を満たすためにモバイルネットワー
ク専用に開発された装置を導入しています．
しかしながら，これらの装置は同一ハード
ウェア（HW）上で実現されるのが一般的
であるため，HWリソース設計の最適化が
難しいという課題があります．例えば閑散
エリアでは，装置のリソースが十分に使い
切られず無駄が生じ，設備投資の観点で最
適化が図れない，といったケースが生じる
可能性があります．なお，無線基地局装置
の 機 能 は CU（Central Unit） ＊ 1 と DU

（Distributed Unit）＊ 2 に分けられ，DU
はリアルタイム・低遅延な処理が求められ
るため集約は困難ですが，CUは集約可能
であり，CUリソースを有効活用すること
ができるようになるため，設備コストの低

減が見込めます．しかし，複数のCUを集
約できるほどの大容量の専用装置がなく，
障害発生によるサービス影響が大きいと
いった課題があります．

こ の 課 題 に 対 し，NTT ド コ モ で は
O-RAN（Open RAN）＊ 3 と ETSI（Euro-
pean Telecommunications Standards 
Institute） NFV（Network Functions 
Virtualization）＊ 4 に 準 拠し た，vRAN

（virtualized RAN）を収容する分散型コン
テナ仮想化基盤（O-Cloud＊ 5 ）を開発す
ることで，リアルタイム性が求められる
DUはエッジサイトに配備をしつつ，CU
をリージョナルサイト＊ 6へ集約可能となり，
リソースの柔軟な設計や設備投資の最適化
が可能となりました．DUで求められる汎
用HWだけでは実現しきれない無線レイヤ
のリアルタイム処理，データ暗号化などの
高度な処理については，各種計算に特化し
たHWコンポーネント（HWアクセラレー
タ＊ 7 ）を用いることで実現しています．

本稿では，O-Cloudを活用した無線基
地局装置のデプロイメントおよびその効果
について解説します．

O-Cloudによる 
RANのデプロイメント

無線基地局装置のデプロイメントには，
専用装置の場合とvRANの場合の 2 種類に

大別されます．現在主流である専用装置の
場合には CUとDUが同一のエッジサイト
に配備されます．O-Cloudを活用した無
線基地局装置のデプロイメントを図 1 に示
します．仮想化されたコンポーネントは接
頭辞に“v”を付けvCU，vDUと表現します．
vRAN の場合には複数の CU をリージョ
ナルサイトに集約し，DU はエッジサイ
トに配備されます．これにより，CUの配
備拠点数・設備点数を削減でき，CAPEX

（Capital Expenditure）の削減が期待さ
れます．vRANでは，CUリソースの集約
を O-Cloudによって実現しています（1）．

URL	 https://journal.ntt.co.jp/article/37476

DOI	 https://doi.org/10.60249/25125104

＊ 1 	 �CU：5Gシステムにおける無線基地局装置の
デジタル信号処理部分．ベースバンド処理
部や保守監視機能を備えています．

＊ 2 	 �DU：5Gシステムにおける無線基地局装置
の分散制御部分．無線信号の送受信や処理
を行います．

＊ 3 	 �O-RAN：O-RAN Allianceでの標準化にお
いて，3GPPの仕様の範囲外である基地局の
実装や運用の自動化に関する仕様を定めた
もの．

＊ 4 	 �NFV：通信キャリアのネットワークを仮想化
技術により汎用HW上で実現すること．

＊ 5 	 �O-Cloud：O-RAN仕様にて規定されている，
CU/DUを配備するための仮想化基盤とその
関連コンポーネントの集合体．

＊ 6 	 �リージョナルサイト：RU設置サイトから数
100 km以内に位置する，特定地域の設備を
集約している中規模～大規模のデータセンタ．

＊ 7 	 �アクセラレータ：コンピュータ（CPU）や画
像表示などの処理性能を向上させるための
周辺機器や付加装置のこと．本稿では，通
信用CPUの処理速度を向上させるために追
加したLSIのこと．

これまでモバイルネットワークは，無線通信特有のリアルタイム・低遅延な処
理を満たすため専用に開発された無線基地局装置を用い，装置全体をアンテナ近
傍に配備してきました．しかしながら，エリア展開に応じた最適なハードウェア
リソース設計が難しく，リソースが無駄になるケースが課題となっていました．
NTTドコモでは，開発した分散型コンテナ仮想化基盤により，リアルタイム性
が求められる機能はアンテナ近傍に配備しつつ，集約可能な機能はデータセンタ
へ配備可能となり，リソースの柔軟な設計や設備投資の最適化が可能となりまし
た．本稿では，開発した仮想化基盤を活用した無線基地局装置の配備とその効果
について解説します．
キーワード：#無線通信，#ネットワーク，#仮想化
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以降O-Cloudにより実現している機能に
ついて解説します．
■プーリング

専用装置では，CUリソースはHWのス
ペックを基にあらかじめ決まっているため，
需要に応じた柔軟なCUリソースの増減が
困難となっています．専用装置における
CUリソースのイメージを図 2 に示します．
サイト 2 では周波数Cの 2 エリア分のCU
リソースが不足しており，サイト 3 では 2
エリア分のCUリソースが余っている状況
を示しています．次に，O-Cloudによる
CUリソースのイメージを図 3 に示します．
vRANではO-CloudによりCUリソースを
プーリング＊ 8 できるようになるためCUリ
ソースを集約することが可能となり，最適
なCUリソースの配備が可能となります（図

リリーージジョョナナルルササイイトト エエッッジジササイイトト

専専用用装装置置
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図図1 O-Cloudをを活活用用ししたた無無線線基基地地局局装装置置ののデデププロロイイメメンントト
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※図はすべてそのまま
掲載予定ですので，使
用許諾をお願いします．

図 1　O-Cloudを活用した無線基地局装置のデプロイメント

＊ 8 	 �プーリング：本稿では，予備のサーバリソー
スを使用可能な設備として組み込んでおくこ
とを指します．

図図2 専専用用装装置置ののCUリリソソーーススににつついいてて
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※図はすべてそのまま
掲載予定ですので，使
用許諾をお願いします．

図 2　専用装置のCUリソースについて

vir tualized Radio Access Network
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中で便宜上「空きリソース」と記載してい
るCUについては，新規の構築が不要とな
るものもあり設備コストの削減につながり
ます．もしくは通信エリアのトラフィック
状況や時間帯などに応じて柔軟にアクティ
ベート・ディアクティベートしても良いで
す）．
■ヒーリング

vRANでは，vCUの障害発生時にはあら
かじめプーリングされたCUリソースに対
し，遠隔操作によるヒーリング＊ 9 機能にて
vCUを再構築することが可能となります．
これにより，従来に比べ早期に通信サービ
スの復旧が可能となります．また，これら
の制御を自動化により実施することが可能
と な り，OPEX（Operating Expense）
の削減が可能となります．

vRANによる基地局インフラ運用
の展望

O-Cloudによるさらなるリソースの有
効活用としてDUリソースの活用が挙げら
れます．例えば，vDUへ冗長機能を追加
し別エッジサイトに予備のvDUを構築し
ておくことで，DU - RU（Radio Unit）＊10

間の通信処理を維持したままRUを別エッ
ジサイトのvDUへ切り替えることが可能
になります．これにより，自然災害などに
よる局所的な障害に対する復旧が期待でき，
通信エリアの早期復旧に貢献できます．

一方，冗長機能を確保するため，DUリ
ソースの増設やエッジサイトどうしを中継
するための伝送路の整備といった新たな課
題が生じ，CAPEX/OPEXを増やすことに
もつながるため，適用領域の検討が重要と
なります．

さらなる無線インフラの有効活用
に向けて

本稿では，vRANのO-Cloudによるデ
プロイメントおよび今後の基地局インフ
ラ 運 用 の 展 望に つい て 解 説しまし た．
O-CloudによるCUの集約はスケーラビリ

ティ，効率的なリソース運用にメリットが
あります．今後はDUのリソースを有効活
用する方法についても取り組みを進め，さ
らなる無線インフラの有効活用をめざし
ます．

■参考文献
（1）	 https://www.docomo.ne.jp/corporate/

technology/rd/technical_journal/bn/
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仮想化技術を活用し，さまざまなユースケースに対
応できる，コストメリットのある基地局開発を進め
ていきます．

◆問い合わせ先
NTTドコモ　
無線アクセスデザイン部
RAN技術推進室　無線ネットワーク装置担当

＊ 9 	 �ヒーリング：HW障害や仮想マシン障害が発
生した際に，正常なHW上に仮想マシンを
移動，または再生成することで通信SWとし
て正常な状態に復旧する手続き．

＊10	 �RU：基地局を構成する装置の 1 つとして，
送信するデジタル信号を無線信号に，受信
する無線信号をデジタル信号に変換．また，
送信電力の増幅，アンテナ素子での無線信
号の送受信，大規模MIMOでのビーム生成
に必要な処理を実行します．

図図3 O-CloudにによよるるCUリリソソーーススののププーーリリンンググ
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用許諾をお願いします．

図 3　O-CloudによるCUリソースのプーリング
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